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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　アクセスポイント（ＡＰ）から超高速スループット（ＶＨＴ）能力情報を含んでいる管
理フレームを受信するように構成された受信機であって、前記ＶＨＴ能力情報は、
　　非隣接チャネルを介した受信がサポートされるかどうかの表示と、
　　ＶＨＴ　ＷＬＡＮに対して設定されたチャネル幅の表示と、
　　マルチユーザビーム形成に対するサポートを表示しているＶＨＴビーム形成能力の表
示と、
　　ＶＨＴリンク適応のサポートに対する表示と
　を含む、受信機と、
　非隣接チャネルを介した受信がサポートされるという条件で、複数の非隣接チャネルを
使用して前記ＡＰに少なくとも１つのデータパケットを送信するように構成された送信機
と
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２】
　前記ＶＨＴ能力情報は、電力制御情報をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項３】
　前記非隣接チャネルは、同時に使用されることを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ
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。
【請求項４】
　前記複数の非隣接チャネルの少なくとも１つは、隣接チャネルのグループから形成され
ることを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項５】
　アクセスポイント（ＡＰ）から超高速スループット（ＶＨＴ）能力情報を含んでいる管
理フレームを受信するステップであって、前記ＶＨＴ能力情報は、
　　非隣接チャネルを介した受信がサポートされるかどうかの表示と、
　　ＶＨＴ　ＷＬＡＮに対して設定されたチャネル幅の表示と、
　　マルチユーザビーム形成に対するサポートを表示しているビーム形成能力の表示と、
　　ＶＨＴリンク適応のサポートに対する表示と
　を含む、ステップと、
　非隣接チャネルを介した受信がサポートされるという条件で、複数の非隣接チャネルを
介して前記ＡＰに少なくとも１つのデータパケットを送信するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項６】
　前記ＶＨＴ能力情報は、電力制御情報をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　前記非隣接チャネルは、同時に使用されることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の非隣接チャネルの少なくとも１つは、隣接チャネルのグループから形成され
ることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　アクセスポイント（ＡＰ）であって、
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に超高速スループット（ＶＨＴ）能力情報を含んでい
る管理フレームを送信するように構成された送信機であって、前記ＶＨＴ能力情報は、
　　非隣接チャネルを介した受信がサポートされるかどうかの表示と、
　　ＶＨＴ　ＷＬＡＮに対して設定されたチャネル幅の表示と、
　　マルチユーザビーム形成に対するサポートを表示しているビーム形成能力の表示と、
　　ＶＨＴリンク適応のサポートに対する表示と
　を含む、送信機と、
　非隣接チャネルを介した受信がサポートされるという条件で、複数の非隣接チャネルを
介して前記ＷＴＲＵから少なくとも１つのデータパケットを受信するように構成された受
信機と
　を備えたことを特徴とするＡＰ。
【請求項１０】
　前記ＶＨＴ能力情報は、電力制御情報をさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の
ＡＰ。
【請求項１１】
　前記非隣接チャネルは、同時に使用されることを特徴とする請求項９に記載のＡＰ。
【請求項１２】
　前記複数の非隣接チャネルの少なくとも１つは、隣接チャネルのグループから形成され
ることを特徴とする請求項９に記載のＡＰ。
【請求項１３】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に超高速スループット（ＶＨＴ）能力情報を含んでい
る管理フレームを送信するステップであって、前記ＶＨＴ能力情報は、
　　非隣接チャネルを介した受信がサポートされるかどうかの表示と、
　　ＶＨＴ　ＷＬＡＮに対して設定されたチャネル幅の表示と、
　　マルチユーザビーム形成に対するサポートを表示しているビーム形成能力の表示と
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　　ＶＨＴリンク適応のサポートに対する表示と
　を含む、ステップと、
　非隣接チャネルを介した受信がサポートされるという条件で、複数の非隣接チャネルを
介して前記ＷＴＲＵから少なくとも１つのデータパケットを受信するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記ＶＨＴ能力情報は、電力制御情報をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記非隣接チャネルは、同時に使用されることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記複数の非隣接チャネルの少なくとも１つは、隣接チャネルのグループから形成され
ることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願はワイヤレス通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　この出願は、参照により内容が本明細書に組み込まれている、２００９年１１月１２日
に出願した米国特許出願第６１／２６０，５５２号明細書、および、２００９年１１月１
２日に出願した米国特許出願第６１／２６０，６３９号明細書の利益を主張するものであ
る。
【０００３】
　ＩＥＥＥ８０２．１１標準の最初のバージョンは、１Ｍｂｐｓのデータレートを提供し
ていた。その後の修正版、すなわち、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂにおいて、１１Ｍｂｐｓの
物理層データレートが提供された。それぞれ２．４ＧＨｚ帯域および５ＧＨｚ帯域に関す
るＩＥＥＥ８０２．１１ｇ修正版およびＩＥＥＥ８０２．１１ａ修正版における直交周波
数分割多重化（ＯＦＤＭ）の導入とともに、サポートされるデータレートは、物理（ＰＨ
Ｙ）層で５４Ｍｂｐｓに増加した。ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ修正版は、サポートされるデ
ータレートを、ＭＡＣ層の上で１００Ｍｂｐｓに増加させた。
【０００４】
　ＭＡＣ層の上で１００Ｍｂｐｓを超える超高速スループット（ＶＨＴ）を有するワイヤ
レスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）が、設計されている。また、ＶＨＴ　ＷＬ
ＡＮは、ＭＵ－ＭＩＭＯ（マルチユーザ多入力多出力）技術、新たなコーディング機能、
新たな電力節約機能などの機能を含むことも可能である。ＭＵ－ＭＩＭＯ技術は、同一の
周波数上で複数のＷＴＲＵに同時に送信することを可能にし、さらに同一の周波数上で複
数のＷＴＲＵから同時に受信することも可能にする。また、ＶＨＴパケット伝送およびレ
ガシーパケット伝送のための新たなＶＨＴ保護機能も必要とされる。密集して展開された
ＶＨＴ　ＡＰを伴うシナリオにおいて、ＯＢＳＳ（重なり合う基本サービスセット）管理
が、隣接するＢＳＳからの高い干渉のために必要である。テレビホワイトスペース（ＴＶ
ＷＳ）シナリオにおいて、独立して運用されるネットワーク／デバイス（さらに無線技術
の点で異種のネットワーク／デバイスさえも）が、同一の共通するＴＶＷＳ周波数スペク
トルにおいて並存し、動作するものと見込まれる。これらは、ＶＨＴ　ＷＬＡＮにおいて
必要とされる新たな機能および能力のサンプルに過ぎない。
【発明の概要】
【０００５】
　方法および装置が、ＶＨＴワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）におけ
る超高速スループット（ＶＨＴ）動作のためのシグナリングをもたらす。アクセスポイン
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ト（ＡＰ）が、ＶＨＴ動作情報またはＶＨＴ能力情報を送ることによって、ＢＳＳ（基本
サービスセット）におけるＶＨＴ無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の動作を制御すること
が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　例として与えられ、添付の図面と併せて理解されるべき後段の説明から、より詳細な理
解を得ることができる。
【０００７】
【図１Ａ】開示される１つまたは複数の実施形態が実施され得る例示的な通信システムを
示すシステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る例示的な無線送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）を示すシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る例示的な無線アクセスネット
ワークおよび例示的なコアネットワークを示すシステム図である。
【図２】情報要素（ＩＥ）のフォーマットを示す図である。
【図３】ワイヤレス通信システム／アクセスネットワークを示す図である。
【図４】図３のワイヤレス通信システムのＷＴＲＵおよびノードＢを示す例示的な機能ブ
ロック図である。
【図５】管理フレーム内で送られるＶＨＴ動作情報の例を示す図である。
【図６】ＶＨＴ動作ＩＥフォーマットの例を示す図である。
【図７】ＶＨＴ動作情報を含める近隣レポート要素の変更を示す図である。
【図８】管理フレーム内で送られるＶＨＴ能力情報の例を示す図である。
【図９】例示的なＶＨＴ能力情報要素フォーマットを示す図である。
【図１０】ＶＨＴ能力下位要素情報を含める近隣レポート要素の例示的な変更を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　「無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）」という用語には、局（ＳＴＡ）、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）、移動局、固定加入者ユニットもしくはモバイル加入者ユニット、ポケットベル、セ
ルラ電話機、ＰＤＡ（携帯情報端末）、コンピュータ、ＭＩＤ（モバイルインターネット
デバイス）、またはワイヤレス環境で動作することができる他の任意のタイプのデバイス
が含まれるが、以上には限定されない。
【０００９】
　以降、言及される場合、「ＡＰ」という用語には、基地局（ＢＳ）、ノードＢ、サイト
コントローラ、またはワイヤレス環境で動作することができる他の任意のタイプのインタ
ーフェースをとるデバイスが含まれるが、以上には限定されない。
【００１０】
　それらの実施形態は、一般に、ＷＬＡＮの文脈で説明されるが、それらの様々な実施形
態は、任意のワイヤレス通信技術で実施され得る。いくつかの例示的なタイプのワイヤレ
ス通信技術には、ＷｉＭＡＸ（ワールドワイドインターオペラビリティフォーマイクロウ
ェイブアクセス（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍ
ｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、８０２．ｘｘ、ＧＳＭ（登録商標）（グローバル
システムフォーモバイルコミュニケーションズ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ））、ＣＤＭＡ２０００（符号分割多元接
続）、ＵＭＴＳ（ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（Ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ））、Ｌ
ＴＥ（ロングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ））、
または任意の将来の技術が含まれるが、以上には限定されない。
【００１１】
インフラストラクチャの説明
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　図１Ａは、開示される１つまたは複数の実施形態が実施され得る例示的な通信システム
１００の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブ
ロードキャストなどのコンテンツをワイヤレスユーザに供給する多元接続システムである
ことが可能である。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザが、ワイヤレス帯域
幅を含むシステムリソースを共有することを介して、そのようなコンテンツにアクセスす
ることを可能にすることができる。例えば、通信システム１００は、ＣＤＭＡ（符号分割
多元接続）、ＴＤＭＡ（時分割多元接続）、ＦＤＭＡ（周波数分割多元接続）、ＯＦＤＭ
Ａ（直交ＦＤＭＡ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（シングルキャリアＦＤＭＡ）などの１つまたは複
数のチャネルアクセス方法を使用することが可能である。
【００１２】
　図１Ａに示されるとおり、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄと、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４
と、コアネットワーク１０６と、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８と、インターネット
１１０と、他のネットワーク１１２とを含み得るが、開示される実施形態は、任意の数の
ＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することが認
識されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、ワイヤレ
ス環境において動作し、および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイ
スであり得る。例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤ
レス信号を送信するように、および／または受信するように構成されることが可能であり
、さらにユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定加入者ユニットもしくはモバイル加入者ユニ
ット、ポケットベル、セルラ電話機、ＰＤＡ（携帯情報端末）、スマートフォン、ラップ
トップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサ、家庭用電子機器な
どを含むことが可能である。
【００１３】
　また、通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むことも可能
である。基地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６、インターネ
ット１１０、および／またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワー
クへのアクセスを円滑にするようにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
少なくとも１つとワイヤレスでインターフェースをとるように構成された任意のタイプの
デバイスであり得る。例として、基地局１１４ａおよび１１４ｂは、基地局トランシーバ
（ＢＴＳ）、ノードＢ、ｅＮｏｄｅＢ、ホームノードＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、サイトコ
ントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ワイヤレスルータなどであり得る。基地局１１
４ａ、１１４ｂはそれぞれ、単一の要素として図示されるが、基地局１１４ａ、１１４ｂ
は、任意の数の互いに接続された基地局および／またはネットワーク要素を含み得ること
が認識されよう。
【００１４】
　基地局１１４ａは、他の基地局、および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線
ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノードなどの他のネットワーク要素（図示せ
ず）を含むことも可能なＲＡＮ１０４の一部であり得る。基地局１１４ａおよび／または
基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれ得る特定の地理的区域内でワイヤレス信号
を送信するように、および／または受信するように構成され得る。セルは、セルセクタに
さらに分割され得る。例えば、基地局１１４ａに関連付けられたセルが、３つのセクタに
分割され得る。このため、一実施形態において、基地局１１４ａは、３つの、すなわち、
セルの各セクタにつき１つのトランシーバを含み得る。別の実施形態において、基地局１
１４ａは、ＭＩＭＯ（多入力多出力）技術を使用することが可能であり、したがって、セ
ルの各セクタにつき複数のトランシーバを利用することが可能である。
【００１５】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適切なワイヤレス通信リンク（例えば、無線周波
数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）であり得る無
線インターフェース１１６を介して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ
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の１つまたは複数と通信することが可能である。無線インターフェース１１６は、任意の
適切なＲＡＴ（無線アクセス技術）を使用して確立され得る。
【００１６】
　より具体的には、前述したとおり、通信システム１００は、多元接続システムであるこ
とが可能であり、さらにＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの１つま
たは複数のチャネルアクセススキームを使用することが可能である。例えば、ＲＡＮ１０
４における基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＷＣＤＭ
Ａ（登録商標）（広帯域ＣＤＭＡ）を使用して無線インターフェース１１６を確立するこ
とが可能なＵＴＲＡ（ＵＭＴＳ（ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステ
ム）地上無線アクセス）などの無線技術を実施することが可能である。ＷＣＤＭＡは、Ｈ
ＳＰＡ（高速パケットアクセス）および／またはＨＳＰＡ＋（発展型ＨＳＰＡ）などの通
信プロトコルを含むことが可能である。ＨＳＰＡは、ＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケ
ットアクセス）および／またはＨＳＵＰＡ（高速アップリンクパケットアクセス）を含み
得る。
【００１７】
　別の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＬＴＥ（ロングタームイボリューション）および／またはＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥアドバ
ンスト）を使用して無線インターフェース１１６を確立することが可能なＥ－ＵＴＲＡ（
発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセス）などの無線技術を実施することが可能である。
【００１８】
　他の実施形態において、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃは、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（ワールドワイドインターオペラビ
リティフォーマイクロウェイブアクセス））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１
Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（暫定標準２０００）、ＩＳ－９５
（暫定標準９５）、ＩＳ－８５６（暫定標準８５６）、ＧＳＭ（グローバルシステムフォ
ーモバイルコミュニケーションズ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ））、ＥＤＧＥ（エンハストデータレートフォーＧＳＭ
イボリューション（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ））、ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ）などの無線技術を実施することが可能
である。
【００１９】
　図１Ａにおける基地局１１４ｂは、例えば、ワイヤレスルータ、ホームノードＢ、ホー
ムｅＮｏｄｅＢ、またはアクセスポイントであることが可能であり、さらに事業所、自宅
、車両、キャンパスなどの局所化された区域内でワイヤレス接続を円滑にするために任意
の適切なＲＡＴを利用することが可能である。一実施形態において、基地局１１４ｂおよ
びＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施して、ワ
イヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立することが可能である。別の実
施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２
．１５などの無線技術を実施して、ＷＰＡＮ（ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク
）を確立することが可能である。さらに別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷ
ＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２
０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたはフェムトセルを
確立することが可能である。図１Ａに示されるとおり、基地局１１４ｂはインターネット
１１０に対する直接の接続を有し得る。このため、基地局１１４ｂは、コアネットワーク
１０６を介してインターネット１１０にアクセスすることを要求されない可能性がある。
【００２０】
　ＲＡＮ１０４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１つまたは複数
に音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（ボイスオーバインターネ
ットプロトコル）サービスを提供するように構成された任意のタイプのネットワークであ
り得るコアネットワーク１０６と通信状態にあることが可能である。例えば、コアネット
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ワーク１０６は、呼制御、料金請求サービス、モバイルロケーションベースのサービス、
プリペイドの通話、インターネット接続、ビデオ配信などを提供することが可能であり、
および／またはユーザ認証などの高レベルのセキュリティ機能を実行することが可能であ
る。図１Ａには示されないものの、ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６
は、ＲＡＮ１０４と同一のＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと直接または
関節の通信状態にあることが可能である。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用している
ことが可能なＲＡＮ１０４に接続されていることに加えて、コアネットワーク１０６は、
ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（図示せず）と通信状態にあることも可能である。
【００２１】
　また、コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ
がＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にア
クセスするゲートウェイの役割をすることも可能である。ＰＳＴＮ１０８は、ＰＯＴＳ（
旧来の電話サービス）を提供する回線交換電話網を含むことが可能である。インターネッ
ト１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイートにおけるＴＣＰ（伝送制御
プロトコル）、ＵＤＰ（ユーザデータグラムプロトコル）、およびＩＰ（インターネット
プロトコル）などの共通の通信プロトコルを使用する互いに接続されたコンピュータネッ
トワークおよびコンピュータデバイスの地球規模のシステムを含み得る。ネットワーク１
１２は、他のサービスプロバイダによって所有され、および／または運用される有線通信
ネットワークまたはワイヤレス通信ネットワークを含み得る。例えば、ネットワーク１１
２は、ＲＡＮ１０４と同一のＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用することが可能な、１つま
たは複数のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含み得る。
【００２２】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいくつか
、またはすべては、マルチモード能力を含むことができ、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なるワイヤレスリンクを介して異なるワイヤレスネ
ットワークと通信するための複数のトランシーバを含み得る。例えば、図１Ａに示される
ＷＴＲＵ１０２ｃは、セルラベースの無線技術を使用することが可能な基地局１１４ａ、
およびＩＥＥＥ８０２無線技術を使用することが可能な基地局１１４ｂと通信するように
構成され得る。
【００２３】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示されるとおり、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８と、トランシーバ１２０と、送信／受信要素１２２と
、スピーカ／マイクロフォン１２４と、キーパッド１２６と、ディスプレイ／タッチパッ
ド１２８と、非取外し式メモリ１３０と、取外し式メモリ１３２と、電源１３４と、ＧＰ
Ｓ（全地球測位システム）チップセット１３６と、他の周辺装置１３８とを含み得る。Ｗ
ＴＲＵ１０２は、一実施形態と整合性を保ったままで、以上の要素の任意の部分的組合せ
を含み得ることが認識されよう。
【００２４】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、ＤＳＰ（
デジタルシグナルプロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１つ
または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ（特
定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）回路、他の
任意のタイプのＩＣ（集積回路）、状態マシンなどであることが可能である。プロセッサ
１１８は、ＷＴＲＵ１０２がワイヤレス環境で動作することを可能にする信号符号化、デ
ータ処理、電力制御、入出力処理、および／または他の任意の機能を実行することが可能
である。プロセッサ１１８は、送信／受信要素１２２に結合され得るトランシーバ１２０
に結合され得る。図１Ｂは、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０を別々の構成要素と
して示すが、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０は、電子パッケージまたは電子チッ
プの中で統合されてもよいことが認識されよう。
【００２５】
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　送信／受信要素１２２は、無線インターフェース１１６を介して基地局（例えば、基地
局１１４ａ）に信号を送信するように、または基地局（例えば、基地局１１４ａ）から信
号を受信するように構成され得る。例えば、一実施形態において、送信／受信要素１２２
は、ＲＦ信号を送信するように、および／または受信するように構成されたアンテナであ
り得る。別の実施形態において、送信／受信要素１２２は、例えば、ＩＲ信号、ＵＶ信号
、または可視光信号を送信するように、および／または受信するように構成されたエミッ
タ／検出器であり得る。さらに別の実施形態において、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信
号と光信号の両方を送受信するように構成され得る。送信／受信要素１２２は、ワイヤレ
ス信号の任意の組合せを送信するように、および／または受信するように構成され得るこ
とが認識されよう。
【００２６】
　さらに、送信／受信要素１２２は、図１Ｂに単一の要素として示されるものの、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含み得る。より具体的には、ＷＴＲＵ１
０２は、ＭＩＭＯ技術を使用することが可能である。このため、一実施形態において、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、無線インターフェース１１６を介してワイヤレス信号を送受信するため
の２つ以上の送信／受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含み得る。
【００２７】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されるべき信号を変調する
ように、さらに送信／受信要素１２２によって受信された信号を復調するように構成され
得る。前述したとおり、ＷＴＲＵ１０２はマルチモード能力を有し得る。このため、トラ
ンシーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴＲＡやＩＥＥＥ８０２．１１などの
複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための複数のトランシーバを含み得る。
【００２８】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、ＬＣＤ（液晶ディ
スプレイ）ディスプレイユニットまたはＯＬＥＤ（有機発光ダイオード）ディスプレイユ
ニット）に結合され得るとともに、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６
、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８からユーザ入力データを受け取るこ
とが可能である。また、プロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパ
ッド１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力す
ることも可能である。さらに、プロセッサ１１８は、非取外し式メモリ１３０、および／
または取外し式メモリ１３２などの任意のタイプの適切なメモリからの情報にアクセスす
ることが可能であり、さらにそのようなメモリの中にデータを格納することが可能である
。非取外し式メモリ１３０には、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、ＲＯＭ（読み取り
専用メモリ）、ハードディスク、または他の任意のタイプのメモリストレージデバイスが
含まれ得る。取外し式メモリ１３２には、ＳＩＭ（加入者ＩＤモジュール）カード、メモ
リスティック、ＳＤ（セキュアデジタル）メモリカードなどが含まれ得る。他の実施形態
において、プロセッサ１１８は、サーバまたは自宅コンピュータ（図示せず）などの、Ｗ
ＴＲＵ１０２上に物理的に配置されていないメモリからの情報にアクセスすることが可能
であり、さらにそのようなメモリの中にデータを格納することが可能である。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることが可能であり、さらにＷＴＲ
Ｕ１０２内のその他の構成要素に対して電力を配電し、および／または制御するように構
成され得る。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するための任意の適切なデバイ
スであり得る。例えば、電源１３４は、１つまたは複数のバッテリー（例えば、ＮｉＣｄ
（ニッケルカドミウム）、ＮｉＺｎ（ニッケル亜鉛）、ＮｉＭＨ（ニッケル水素）、Ｌｉ
－ｉｏｎ（リチウムイオン））、太陽電池、燃料電池などを含み得る。
【００３０】
　また、プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば、
緯度と経度）を提供するように構成され得るＧＰＳチップセット１３６に結合されること
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も可能である。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはそのような情報の
代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、無線インターフェース１１６を介して基地局（例えば、基
地局１１４ａ、１１４ｂ）から位置情報を受信し、および／または近くの２つ以上の基地
局から受信されている信号のタイミングに基づいて、ＷＴＲＵ１０２の位置を算出しても
よい。ＷＴＲＵ１０２は、一実施形態と整合性を保ったままで、任意の適切な位置特定方
法によって位置情報を獲得し得ることが認識されよう。
【００３１】
　プロセッサ１１８は、さらなる機能、機能、および／または有線接続もしくはワイヤレ
ス接続を提供する１つまたは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェア
モジュールを含むことが可能な他の周辺装置１３８にさらに結合され得る。例えば、周辺
装置１３８は、加速度計、電子コンパス（ｅ－ｃｏｍｐａｓｓ）、衛星トランシーバ、デ
ジタルカメラ（写真またはビデオのための）、ＵＳＢ（ユニバーサルシリアルバス）ポー
ト、振動デバイス、テレビトランシーバ、ハンズフリーハンドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）モジュール、ＦＭ（周波数変調）ラジオユニット、デジタル音楽プレーヤ
、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザなどを
含み得る。
【００３２】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。ＲＡＮ１０４は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を使用して、無線インターフェ
ース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するＡＳＮ（アクセス
サービスネットワーク）であることが可能である。後段でさらに説明されるとおり、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、ＲＡＮ１０４、およびコアネットワーク１０６の様
々な機能エンティティの間の通信リンクは、基準ポイント(reference point)と規定され
得る。
【００３３】
　図１Ｃに示されるとおり、ＲＡＮ１０４は、基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ、お
よびＡＳＮゲートウェイ１４２を含み得るが、ＲＡＮ１０４は、一実施形態と整合性を保
ったままで、任意の数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含み得ることが認識されよう
。基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞれ、ＲＡＮ１０４内の特定のセル（図示
せず）に関連することが可能であり、さらに無線インターフェース１１６を介してＷＴＲ
Ｕ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは複数のトランシーバを含み
得る。一実施形態において、基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実
施することが可能である。このため、例えば、基地局１４０ａは、複数のアンテナを使用
して、ＷＴＲＵ１０２ａにワイヤレス信号を送信すること、およびＷＴＲＵ１０２ａから
ワイヤレス信号を受信することが可能である。また、基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０
ｃは、ハンドオフをトリガすること、無線リソース管理、トラフィック分類、ＱｏＳ（サ
ービス品質）ポリシーの執行などのモビリティ管理機能を提供することも可能である。Ａ
ＳＮゲートウェイ１４２は、トラフィック集約ポイントの役割をすることが可能であり、
さらにページング、加入者プロファイルをキャッシュすること、コアネットワーク１０６
へのルーティングなどを担うことが可能である。
【００３４】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＲＡＮ１０４の間の無線インターフェース１
１６は、ＩＥＥＥ８０２．１６規格を実施するＲ１基準ポイントと規定され得る。さらに
、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれが、コアネットワーク１０６を相手
に論理インターフェース（図示せず）を確立することが可能である。ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃとコアネットワーク１０６の間の論理インターフェースは、認証、許
可、ＩＰホスト構成管理、および／またはモビリティ管理のために使用され得るＲ２基準
ポイントと規定され得る。
【００３５】
　基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれの間の通信リンクは、ＷＴＲＵハンド
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オーバ、および基地局間のデータの転送を円滑にするためのプロトコルを含むＲ８基準ポ
イントと規定され得る。基地局１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃとＡＳＮゲートウェイ２１
５の間の通信リンクは、Ｒ６基準ポイントと規定され得る。Ｒ６基準ポイントは、ＷＴＲ
Ｕ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれに関連するモビリティイベントに基づくモビ
リティ管理を円滑にするためのプロトコルを含み得る。
【００３６】
　図１Ｃに示されるとおり、ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６に接続され得る。
ＲＡＮ１０４とコアネットワーク１０６の間の通信リンクは、例えば、データ転送能力お
よびモビリティ管理能力を円滑にするためのプロトコルを含むＲ３基準ポイントと規定さ
れ得る。コアネットワーク１０６は、ＭＩＰ－ＨＡ（モバイルＩＰホームエージェント）
１４４と、ＡＡＡ（認証、許可、アカウンティング）サーバ１４６と、ゲートウェイ１４
８とを含み得る。以上の要素のそれぞれは、コアネットワーク１０６の一部として図示さ
れるが、これらの要素の任意の要素が、コアネットワーク運用者以外のエンティティによ
って所有され、および／または運用され得ることが認識されよう。
【００３７】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理を担うことが可能であり、さらにＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃが異なるＡＳＮ間で、および／または異なるコアネットワーク間で
ローミングすることを可能にすることができる。ＭＩＰ－ＨＡ１４４は、ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃにインターネット１１０などのパケット交換ネットワークへのア
クセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応のデバイスの間の
通信を円滑にすることが可能である。ＡＡＡサーバ１４６は、ユーザ認証を担うことが可
能であり、さらにユーザサービスをサポートすることを担うことが可能である。ゲートウ
ェイ１４８は、他のネットワークとの相互動作を円滑にすることが可能である。例えば、
ゲートウェイ１４８は、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換網へのアクセスをＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸
線通信デバイスの間の通信を円滑にすることが可能である。さらに、ゲートウェイ１４８
は、他のサービスプロバイダによって所有され、および／または運用される他の有線ネッ
トワークまたはワイヤレスネットワークを含み得るネットワーク１１２へのアクセスをＷ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することが可能である。
【００３８】
　図１Ｃに示されないが、ＲＡＮ１０４は他のＡＳＮに接続されることが可能であり、さ
らにコアネットワーク１０６は、他のコアネットワークに接続され得ることが認識されよ
う。ＲＡＮ１０４とその他のＡＳＮの間の通信リンクは、ＲＡＮ１０４とその他のＡＳＮ
の間でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのモビリティを調整するためのプロトコル
を含み得るＲ４基準ポイントと規定され得る。コアネットワーク１０６とその他のコアネ
ットワークの間の通信リンクは、ホームコアネットワークと移動先コアネットワークの間
の相互動作を円滑にするためのプロトコルを含み得るＲ５基準ポイントと規定され得る。
【００３９】
　図２は、情報を転送することを目的とする媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレーム内のＩ
Ｅ（情報要素）１６０を示す。ＩＥの第１のフィールドは、ＩＥに固有であるＩＤを含む
要素ＩＤ（アイデンティティ）フィールド１６５である。フィールド１６５の後に、ＩＥ
の長さを含む長さフィールド１７０が続く。長さフィールド１７０の後に、ＩＥ１６０に
固有である可変の数のフィールド１７５1、１７５2、．．．、１７５nが続く。
【００４０】
　図３は、複数のＷＴＲＵ１０２と、ノードＢ１４０と、ＣＲＮＣ（制御する無線ネット
ワークコントローラ）１４５と、ＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）
１４７と、コアネットワーク１５０とを含むワイヤレス通信システム２００を示す。
【００４１】
　図３に示されるとおり、ＷＴＲＵ１０２は、ＣＲＮＣ１４５およびＳＲＮＣ１４７と通
信状態にあるノードＢ１４０と通信状態にある。３つのＷＴＲＵ１０２、１つのノードＢ
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１４０、１つのＣＲＮＣ１４５、および１つのＳＲＮＣ１４７が図３に示されるものの、
ワイヤレスデバイスと有線デバイスの任意の組合せがワイヤレス通信システム２００に含
められることが可能であることに留意されたい。
【００４２】
　図４は、図２のワイヤレス通信システム２００のＷＴＲＵ１０２およびノードＢ１４０
の機能ブロック図である。図４に示されるとおり、ＷＴＲＵ１０２は、ノードＢ１２０と
通信状態にあり、さらにＷＴＲＵ１０２とノードＢ１２０はともに、ＷＬＡＮのために超
高速スループット動作のシグナリングをもたらすための方法および装置を実行するように
構成される。
【００４３】
　通常のＷＴＲＵに見られる可能性がある構成要素に加えて、ＷＴＲＵ１０２は、プロセ
ッサ１１５と、受信機１２１と、送信機１１７と、メモリ１１３と、アンテナ１１９とを
含む。メモリ１１３は、オペレーティングシステム、アプリケーションなどを含むソフト
ウェアを格納するように備えられる。プロセッサ１１５は、ＷＬＡＮのために超高速スル
ープット動作のシグナリングをもたらすための方法および装置を、単独で、またはソフト
ウェアに関連して実行するように備えられる。受信機１２１および送信機１１７は、プロ
セッサ１１５と通信状態にある。アンテナ１１９は、受信機１２１と送信機１１７の両方
と通信状態にあり、ワイヤレスデータの送信および受信を円滑にする。
【００４４】
　通常の基地局に見られる可能性がある構成要素に加えて、ノードＢ１４０は、プロセッ
サ１２５と、受信機１３１と、送信機１２７と、アンテナ１２９とを含む。プロセッサ１
２５は、ＷＬＡＮのために超高速スループット動作のシグナリングをもたらすための方法
および装置を実行するように構成される。受信機１３１および送信機１２７は、プロセッ
サ１２５と通信状態にある。アンテナ１２９は、受信機１３１と送信機１２７の両方と通
信状態にあり、ワイヤレスデータの送信および受信を円滑にする。
【００４５】
　インフラストラクチャＢＳＳ（基本サービスセット）モードにおけるワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）は、ＢＳＳに関するアクセスポイント（ＡＰ）と、そ
のＡＰに関連付けられた１つまたは複数の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）とを有する。
ＡＰは、ＢＳＳに出入りするトラフィックを伝送するＤＳ（配信システム）または別のタ
イプの有線／ワイヤレスネットワークに対するアクセスまたはインターフェースを有する
ことが可能である。ＢＳＳの外部を発信元とするＷＴＲＵに送られたトラフィックは、Ａ
Ｐ経由で着信し、ＷＴＲＵに配信される。ＷＴＲＵを発信元とし、ＢＳＳの外部を宛先と
するトラフィックは、それぞれの宛先に配信されるようにＡＰに送られる。また、ＢＳＳ
内のＷＴＲＵ間のトラフィックもやはり、ＡＰ経由で送られることが可能であり、送信元
ＷＴＲＵがＡＰにトラフィックを送り、ＡＰがトラフィックを宛先ＷＴＲＵに配信する。
ＢＳＳ内のＷＴＲＵ間のそのようなトラフィックは、ピアツーピアトラフィックである。
そのようなピアツーピアトラフィックは、直接リンクセットアップ（ＤＬＳ）に関してＩ
ＥＥＥ８０２．１１ｅで説明されるような、またはトンネリングされるＤＬＳに関してＩ
ＥＥＥ８０２．１１ｚで説明されるようなＤＳＬを使用して、送信元ＷＴＲＵと宛先ＷＴ
ＲＵの間で直接に送られることも可能である。
【００４６】
ＶＨＴ動作情報
　ＶＨＴ　ＷＬＡＮにおいて、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層および物理層におけるいく
つかのＶＨＴ機能が、必要とされ得る。これらのＶＨＴ機能は、ＭＡＣ層の上で１００Ｍ
ｂｐｓを超えるデータレートのために設計されているＶＨＴ　ＷＬＡＮに固有であり得る
。所与のＶＨＴ機能は、複数のパラメータおよびオプションに関連付けられることができ
る。さらに、それらの機能パラメータは、複数の値をとることができる。ときとして、Ｖ
ＨＴ機能自体がオプションであり得る。その結果、選択された機能オプションおよびパラ
メータに基づいて、インフラストラクチャＢＳＳにおいてＶＨＴ　ＡＰまたはＶＨＴ　Ｗ
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ＴＲＵに関して複数のモードの動作が存在することも可能である。このことは、ＶＨＴ　
ＡＰおよびＶＨＴ　ＷＴＲＵの異なる実施形態に起因する可能性がある。しかし、このこ
とは、すべてのＶＨＴ　ＷＴＲＵが同一の実施形態を有する場合でも、選択される異なる
機能オプションおよびパラメータのために、当てはまり得る。したがって、ＶＨＴ　ＡＰ
は、ＢＳＳ動作が様々な動作シナリオに適応するように動的な仕方で、ＶＨＴ機能、ＶＨ
Ｔ機能オプション、およびＶＨＴ機能パラメータを設定することができる可能性がある。
【００４７】
　ＢＳＳにおけるＷＴＲＵにＶＨＴ動作情報を送ることによって、ＶＨＴ　ＡＰは、ＢＳ
ＳにおけるＶＨＴ　ＷＴＲＵの動作を制御することが可能であり、さらに様々な動作シナ
リオに対する適応を許すことが可能である。これらの様々な動作シナリオは、例えば、異
なるトラフィックタイプ、異なるトラフィック負荷、または異なるＱｏＳ（サービス品質
）要件に起因して生じ得る。例えば、１つのシナリオにおいて、レガシーＷＴＲＵ（すな
わち、より古い技術からの非ＶＨＴ　ＷＴＲＵ）が、ＢＳＳに関連付けられることが可能
であり、ＶＨＴ　ＡＰが、このことをＶＨＴ動作情報の一環として示して、ＶＨＴ　ＷＴ
ＲＵがそのレガシーＷＴＲＵと並存するように動作するようにする必要がある。
【００４８】
　ＶＨＴ動作情報は、ＶＨＴ　ＡＰによって、ビーコンフレーム、二次／補助ビーコンフ
レーム、またはプローブ応答フレームなどの管理フレーム内になど、任意の新たな、もし
くは既存の管理／制御／データフレーム内に含められることが可能である。
【００４９】
　図５は、管理フレーム内で送られるＶＨＴ動作情報の例を示す。ＶＨＴ　ＷＴＲＵ５０
０が、関連付け要求フレーム５０４をＶＨＴ　ＡＰ５０２に送る。関連付け要求フレーム
５０４は、アクセスポイントがＷＴＲＵにリソースを割り当てること、およびＷＴＲＵと
同期することを可能にする。関連付け要求フレーム５０４は、ＷＴＲＵについての情報（
例えば、サポートされるデータレート）を伝送する。ＡＣＫ５０６を送った後、ＶＨＴ　
ＡＰ５０２は、後段の表１で詳細に説明されるようなＶＨＴ動作情報を含む関連付け応答
フレーム５０８を送る。また、関連付け応答フレーム５０８は、関連付けを要求するＷＴ
ＲＵ５００に対する受入れ通知または拒否通知を含むことも可能である。アクセスポイン
ト５０２がＷＴＲＵを受け入れた場合、応答フレーム５０８は、関連付けＩＤおよびサポ
ートされるデータレートなどの関連付けに関する情報を含む。ＡＣＫ５１０を送った後、
ＶＨＴ　ＷＴＲＵ５００は、ＶＨＴ　ＷＴＲＵの動作モードを調整することが可能である
（５１２）。
【００５０】
　ＶＨＴ動作情報は、新たに定義されるＶＨＴ動作ＩＥとしてフォーマットされ得る。図
６が、そのようなＶＨＴ動作ＩＥの構造を示す。ＶＨＴ動作ＩＥの要素ＩＤ５６５は、Ｖ
ＨＴ動作ＩＥのために特別に新たに定義された値を有する。長さフィールド５７０は、長
さフィールド５７０の後に続くＶＨＴ動作ＩＥの長さを含む。要素ＩＤフィールド５６５
および長さフィールド５７０の後に続くＶＨＴ動作ＩＥの中のフィールド５７５は、後段
で説明されるＶＨＴ動作情報のいくらか、またはすべてを含み得る。例えば、図６では、
「ｎ」個のそのようなフィールドが存在する。ＶＨＴ動作情報に対するこれらのフィール
ドの任意の特定のマッピングを選択することが可能であり、さらに本発明の範囲内でいく
つかのマッピングが可能であり、許されることに留意されたい。
【００５１】
　ＶＨＴ　ＡＰは、ＶＨＴ動作ＩＥを使用することによってＢＳＳにおけるＶＨＴ　ＷＴ
ＲＵの動作を制御する。ＶＨＴ動作ＩＥは、ＡＰによって、新たな任意の、もしくは既存
の管理／制御／データフレーム内に、特に、ビーコンフレーム、二次／補助ビーコンフレ
ーム、またはプローブ応答フレームなどの管理フレーム内に含められることが可能である
。
【００５２】
　ＶＨＴ動作情報またはＶＨＴ動作ＩＥは、以下の表１からの１つまたは複数のＶＨＴ動
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作情報項目と関係する情報を含み得る。ＶＨＴ動作情報は、表１の中の各ＶＨＴ動作情報
に関するパラメータ、オプション、および動作通知を含み得る。
【００５３】
【表１－１】

【００５４】
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【００５５】
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【００５６】
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【表２】

【００５７】
　ＶＨＴ動作情報またはＶＨＴ動作ＩＥは、ＦＴ（高速遷移）アクション要求フレームや
ＦＴアクション応答フレームなどのシグナリングメッセージの中に含められることが可能
である。ＶＨＴ動作情報またはＶＨＴ動作ＩＥは、測定パイロットフレーム、ＡＰチャネ
ル要求要素、ＡＰチャネルレポート要素、近隣レポート要素、近隣レポート要求フレーム
、近隣レポート応答フレームなどのシグナリングの中に含められてもよい。
【００５８】
　近隣レポート要素のオプションの下位要素(subelement)は、新たな下位要素ＩＤが割り



(17) JP 6383750 B2 2018.8.29

10

20

30

40

50

当てられている近隣ＡＰ（報告が行われている）に関するＶＨＴ動作要素（ＶＨＴ動作Ｉ
Ｅと同一のフォーマットを有する）を含み得る。近隣レポート要素のこれらの変更が、図
７に示される。要素ＩＤ７６５の後に続いて、長さフィールド７７０は、可変であり、さ
らにオプションの下位要素の数および長さに依存する。各レポート要素は、ＡＰを記述す
ることが可能であり、さらにＢＳＳＩＤ７７５、ＢＳＳＩＤ情報７８０、規制クラス７８
５、チャネル番号７９０、ＰＨＹタイプ７９５から成り、さらにオプションの下位要素８
００を含み得る。ＢＳＳＩＤ７７５は、報告が行われているＢＳＳのＢＳＳＩＤであるこ
とが可能である。近隣レポート要素の中の後続のフィールドは、このＢＳＳに関係する。
ＢＳＳＩＤ情報フィールド７８０は、近隣サービスセット遷移候補を決定するのに役立つ
ように使用され得る。
【００５９】
　ＶＨＴ動作情報またはＶＨＴ動作ＩＥは、ＢＳＳ遷移管理クエリ／要求／応答フレーム
などのＩＥＥＥ８０２．１１ｖシグナリングの中に含められることが可能である。
【００６０】
　現在のＶＨＴ動作情報は、所与のフレーム内でＨＴ動作情報とともに、ＶＨＴ動作情報
の任意の情報を表す１ビットまたは複数のビットを含み得る。
ＶＨＴ能力情報
　所与のＶＨＴ機能には、複数のパラメータおよび／またはオプションが関連付けられて
いることが可能である。さらに、機能パラメータは、複数の値を表すことができる。ＶＨ
Ｔ機能自体、オプションであり得る。このことは、選択された機能オプションおよび／ま
たはパラメータに基づいて、ＶＨＴ　ＡＰまたはＶＨＴ　ＷＴＲＵに関する複数のモード
を生じさせる可能性がある。
【００６１】
　同様に、オプションの機能のため、ＶＨＴ　ＷＴＲＵおよびＶＨＴ　ＡＰの複数の可能
な実施形態が存在し得る。このことは、或るＶＨＴ　ＡＰまたはＶＨＴ　ＷＴＲＵが或る
セットの機能および／またはパラメータをサポートする一方で、別のＶＨＴ　ＡＰまたは
ＶＨＴ　ＷＴＲＵが異なるセットの機能および／またはパラメータをサポートする状況を
生じさせる可能性がある。したがって、各ＶＨＴ　ＡＰまたは各ＶＨＴ　ＷＴＲＵは、通
信リンクを確立するためにそのＶＨＴ　ＡＰまたはＶＨＴ　ＷＴＲＵの能力、例えば、機
能および／またはパラメータのセットを公示することが可能である。通信リンクに関与す
るＶＨＴデバイス（ＶＨＴ　ＡＰおよび／またはＶＨＴ　ＷＴＲＵ）の能力に基づいて、
通信リンクセットアップ中に受入れ可能な能力のネゴシエーションが存在することが可能
である。
【００６２】
　インフラストラクチャＢＳＳシナリオ、独立したＢＳＳ／アドホックシナリオ、または
直接リンクセットアップシナリオにおけるＶＨＴ　ＷＴＲＵが、ＶＨＴ能力を示すことが
可能である。インフラストラクチャＢＳＳシナリオにおいて、ＶＨＴ　ＡＰが、ＶＨＴ能
力を示すことも可能である。
【００６３】
　ＡＰおよびＷＴＲＵは、任意の新たな、もしくは既存の管理／制御／データフレーム内
で、例えば、関連付けフレーム、再関連付けフレーム、またはプローブフレームもしくは
ビーコンフレームなどの管理フレーム内で、ＶＨＴ能力情報を示すことが可能である。Ｖ
ＨＴ能力情報は、既存のＩＥ、例えば、８０２．１１能力ＩＥに追加され得る。代替とし
て、ＶＨＴ能力情報は、新たに定義された能力ＩＥの中で伝送されてもよい。
【００６４】
　図８は、ＶＨＴ　ＡＰもしくはＶＨＴ　ＷＴＲＵ１　６０２と第２のＶＨＴ　ＷＴＲＵ
１　６００の間のＶＨＴ能力情報交換の例の図である。ＶＨＴ　ＷＴＲＵ２が、ＶＨＴ能
力情報を含むアクション要求フレーム６０４をＶＨＴ　ＡＰもしくはＶＨＴ　ＷＴＲＵ６
０２に送る。ＶＨＴ　ＡＰもしくはＶＨＴ　ＷＴＲＵ１　６０２がＡＣＫフレーム６０６
を戻し、またはオプションとして、ブロードキャストメッセージもしくは「アクションＡ
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ＣＫなし（ａｃｔｉｏｎ　ｎｏ　ａｃｋ）」メッセージに応答して、ＡＣＫフレーム６０
６を戻さない。ＶＨＴ　ＡＰもしくはＶＨＴ　ＷＴＲＵ１　６０２が、ＶＨＴ能力情報を
含む管理フレーム／アクション応答フレーム６０８でＶＨＴ　ＷＴＲＵ６００に応答する
。ＶＨＴ　ＷＴＲＵ２　６００は、そのメッセージがブロードキャストメッセージもしく
はアクションＡＣＫなしメッセージでない限り、ＡＣＫメッセージ６１０を戻すことが可
能である。
【００６５】
　一実施形態において、ＶＨＴ能力情報は、ＶＨＴ能力ＩＥとしてフォーマットされ得る
。図９が、例示的なＶＨＴ能力の構造を示す。ＶＨＴ能力ＩＥの要素ＩＤ６６５は、ＶＨ
Ｔ能力ＩＥのために特別に新たに定義された値を有することが可能である。長さフィール
ド６７０は、要素ＩＤフィールド６６５の後に続くＶＨＴ能力ＩＥの長さを含み得る。要
素ＩＤフィールド６６５および長さフィールド６７０の後に続くＶＨＴ能力ＩＥの中のフ
ィールド６７５は、後段で説明されるＶＨＴ能力情報のいくらか、またはすべてを含み得
る。例えば、図９では、「ｎ」個のそのようなフィールドが存在する。ＶＨＴ能力情報に
対するこれらのフィールドの任意の特定のマッピングを選択することが可能であり、いく
つかのマッピングが可能であってよいことに留意されたい。
【００６６】
　ＶＨＴ能力ＩＥは、ＡＰまたはＷＴＲＵによって、任意の新たな、もしくは既存の管理
／制御／データフレーム内に、例えば、ビーコンフレーム、二次ビーコンフレームもしく
は補助ビーコンフレーム、関連付け要求フレーム、関連付け応答フレーム、再関連付け要
求フレーム、再関連付け応答フレーム、プローブ要求フレームもしくはプローブ応答フレ
ームなどの管理フレーム内に含められることが可能である。
【００６７】
　ＶＨＴ能力情報またはＶＨＴ能力ＩＥは、表３からの１つまたは複数のＶＨＴ能力情報
項目と関係する情報を含み得る。ＶＨＴ能力情報は、表３の中の各ＶＨＴ能力情報に関す
るオプションおよび能力通知を含み得る。
【００６８】
【表３－１】

【００６９】
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【００７０】
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【００７１】
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【表３－４】

【００７２】
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【表３－５】

【００７３】
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【表３－６】

【００７４】
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【表３－７】

【００７５】
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【表３－８】

【００７６】
　ＶＨＴ能力情報またはＶＨＴ能力ＩＥは、ＦＴ（高速遷移）アクション要求フレームや
ＦＴアクション応答フレームなどのシグナリングメッセージの中に含められることが可能
である。また、ＶＨＴ動作情報またはＶＨＴ動作ＩＥは、測定パイロットフレーム、ＡＰ
チャネル要求要素、ＡＰチャネルレポート要素、近隣レポート要素、近隣レポート要求フ
レーム、近隣レポート応答フレームなどのシグナリングの中に含められてもよい。
【００７７】
　一実施形態において、近隣レポート要素の中のＢＳＳＩＤ　ＩＥは、ＶＨＴを示す１ビ
ットまたは複数のビットを含み得る。ＢＳＳＩＤ　ＩＥが、所与の値に設定される場合、
示されるＢＳＳＩＤによって表されるＡＰは、近隣レポート要素を送るＡＰと同一のＶＨ
Ｔ能力要素の内容を有するＶＨＴ　ＡＰであり得る。さらに、近隣レポート要素のオプシ
ョンの下位要素(subelement)は、新たな下位要素ＩＤが割り当てられて報告が行われてい
る隣接ＡＰに関するＶＨＴ能力要素（ＶＨＴ能力ＩＥと同一のフォーマットを有する）を
含み得る。
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【００７８】
　近隣レポート要素のこれらの変更が、図１０に示される。要素ＩＤ８６５の後に続いて
、長さフィールド８７０は、可変であり、さらにオプションの下位要素の数および長さに
依存する。各レポート要素は、ＡＰを記述することが可能であり、さらにＢＳＳＩＤ８７
５、ＢＳＳＩＤ情報８８０、規制クラス８８５、チャネル番号８９０、ＰＨＹタイプ８９
５から成り、さらにオプションの下位要素９００を含み得る。ＢＳＳＩＤ８７５は、報告
が行われているＢＳＳのＢＳＳＩＤであることが可能である。近隣レポート要素の中の後
続のフィールドは、このＢＳＳに関係することが可能である。ＢＳＳＩＤ情報フィールド
８８０は、近隣サービスセット遷移候補を決定するのに役立つように使用され得る。
【００７９】
　ＶＨＴ能力情報またはＶＨＴ能力ＩＥは、ＢＳＳ遷移管理クエリ／要求／応答フレーム
などのシグナリングの中に含められることが可能である。ＶＨＴ能力情報またはＶＨＴ能
力ＩＥは、任意の直接リンクセットアップ（ＤＬＳ）フレーム内に、例えば、ＴＤＬＳ（
トンネリングされるＤＬＳ）フレーム内に含められることが可能である。例えば、ＶＨＴ
能力ＩＥは、ＴＤＬＳセットアップ要求／応答／フレーム内に含められることが可能であ
る。また、ＶＨＴ能力ＩＥは、ＤＬＳセットアップ要求／応答／フレーム内に含められる
ことも可能である。
【００８０】
　一実施形態において、８０２．１１ＨＴ（高スループット）能力情報は、所与のフレー
ム内にＨＴ能力情報とともに、表３の中のＶＨＴ能力情報の任意の情報を表す１ビットま
たは複数のビットを含むことが可能である。
【００８１】
実施形態
　１．超高速スループット（ＶＨＴ）能力情報を含む管理フレームを受信する受信機を備
える無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【００８２】
　２．ＶＨＴ能力情報を要求する管理フレーム要求を送信する送信機を備える実施形態１
のＷＴＲＵ。
【００８３】
　３．ＶＨＴ能力情報が、非隣接チャネルに関する送信能力を含む実施形態１～２のＷＴ
ＲＵ。
【００８４】
　４．ＶＨＴ能力情報が、非隣接チャネルに関する受信能力を含む実施形態１～３のＷＴ
ＲＵ。
【００８５】
　５．ＶＨＴ能力情報が、１つまたは複数の二次チャネルに関する二次チャネルオフセッ
トを備える実施形態１～４のＷＴＲＵ。
【００８６】
　６．ＶＨＴ能力情報が、ＶＨＴ　ＷＴＲＵチャネル幅を備える実施形態１～５のＷＴＲ
Ｕ。
【００８７】
　７．ＶＨＴ能力情報が、ＶＨＴ逆方向プロトコルレスポンダ能力を含む実施形態１～６
のＷＴＲＵ。
【００８８】
　８．ＶＨＴ能力情報が、電力制御のための測距シグナリング能力を含む実施形態１～７
のＷＴＲＵ。
【００８９】
　９．ＶＨＴ能力情報が、使用されているＶＨＴのための電力制御を備える実施形態１～
８のＷＴＲＵ。
【００９０】
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　１０．ＶＨＴ能力情報が、同期のための測距シグナリング能力を含む実施形態１～９の
ＷＴＲＵ。
【００９１】
　１１．シグナリングのための測距シグナリング能力が、送信タイミングオフセットを備
える実施形態１～１０のＷＴＲＵ。
【００９２】
　１２．ＶＨＴ能力情報が、周波数再使用能力を含む実施形態１～１１のＷＴＲＵ。
【００９３】
　１３．ＶＨＴ能力情報が、ＯＢＳＳ（重なり合う基本サービスセット）管理能力を含む
実施形態１～１２のＷＴＲＵ。
【００９４】
　１４．ＶＨＴ能力情報が、ＶＨＴチャネル走査能力を含む実施形態１～１３のＷＴＲＵ
。
【００９５】
　１５．ＶＨＴ能力情報が、並存能力を含む実施形態１～１４のＷＴＲＵ。
【００９６】
　１６．管理フレームが、ビーコンの中に備えられる実施形態１～１５のＷＴＲＵ。
【００９７】
　１７．超高速スループットＶＨＴ能力情報を無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）から通信
する方法であって、ＶＨＴ能力情報を要求する管理フレーム要求を送信するステップと、
超高速スループット（ＶＨＴ）能力情報を含む管理フレームを受信するステップと、ＶＨ
Ｔ能力情報を要求する管理フレーム要求を送信するステップとを備える方法。
【００９８】
　１８．超高速スループット（ＶＨＴ）動作情報を含む管理フレームを受信する受信機を
備える無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【００９９】
　１９．関連付け要求情報を含む管理フレームを送信する送信機をさらに備える実施形態
１８のＷＴＲＵ。
【０１００】
　２０．ＶＨＴ動作情報が、周波数再使用機構の通知を含む実施形態１８～１９のＷＴＲ
Ｕ。
【０１０１】
　２１．周波数再使用機構の通知が、アクセスポイント（ＡＰ）により近いＷＴＲＵに関
するスペクトル効率を高めることに関する情報を含む実施形態１８～２０のＷＴＲＵ。
【０１０２】
　２２．超高速スループット（ＶＨＴ）動作情報を送信する方法であって、ＶＨＴ動作Ｉ
Ｅ（情報要素）を送信するステップを含み、ＩＥが、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に
送信するのに使用されるＶＨＴ一次チャネル、二次チャネルオフセット、およびＶＨＴ　
ＷＴＲＵチャネル幅に関連付けられた情報を有する方法。
【０１０３】
　前述の他の多くの変形が可能である。いくつかの変形は、フレーム／メッセージフォー
マットにおける新たに追加されたフィールドの順序を単に変更することによって生み出さ
れることが可能である。提案される新たなフィールドのいくつかだけを使用することによ
って、他の変形が可能である。すべてのそのような変形は、本発明の範囲に含まれること
が十分に認識され、確認されなければならない。
【０１０４】
　複数のＷＴＲＵを伴うアクセスポイントを有するネットワークが、データリンク層、Ｍ
ＡＣ、およびネットワーク層において、ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）として、ＤＳ
Ｐ（デジタルシグナルプロセッサ）として、またはソフトウェアとして実施され得る。本
発明は、ＲＲＭ（無線リソース管理）およびＲＲＣ（無線リソースコントローラ）を使用
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る。
【０１０５】
　特徴および要素は、特定の組合せで、前段で説明されるものの、各特徴、または各要素
は、他の特徴および要素を伴わずに単独で使用されることも、他の特徴および要素ととも
に、または他の特徴および要素を伴わずに様々に組み合わせて使用されることも可能であ
る。本明細書で提供される方法および流れ図は、汎用コンピュータまたはプロセッサによ
って実行されるようにコンピュータ可読記憶媒体に組み込まれたコンピュータプログラム
、ソフトウェア、またはファームウェアで実施されることが可能である。コンピュータ可
読記憶媒体の例には、ＲＯＭ（読み取り専用メモリ）、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ
）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部ハードディスクおよび取
外し式ディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびＤＶ
Ｄ（デジタルバーサタイルディスク）などの光媒体が含まれる。
【０１０６】
　適切なプロセッサには、例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッ
サ、ＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰに関連
する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳ
ＩＣ（特定用途向け集積回路）、ＡＳＳＰ（特定用途向け標準品）、ＦＰＧＡ（フィール
ドプログラマブルゲートアレイ）回路、他の任意のＩＣ（集積回路）、および／または状
態マシンが含まれる。
【０１０７】
　ソフトウェアに関連するプロセッサが、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユーザ機器
（ＵＥ）、端末装置、基地局、ＭＭＥ（モビリティ管理エンティティ）もしくはＥＰＣ（
発展型パケットコア）、または任意のホストコンピュータにおいて使用されるように無線
周波数トランシーバを実施するのに使用され得る。ＷＴＲＵは、ＳＤＲ（ソフトウェア無
線(software defined radio)）、ならびにカメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話
、スピーカフォン、振動デバイス、スピーカ、マイクロフォン、テレビトランシーバ、ハ
ンズフリーヘッドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、Ｆ
Ｍ（周波数変調）無線ユニット、ＮＦＣ（近距離通信）モジュール、ＬＣＤ（液晶ディス
プレイ）ディスプレイユニット、ＯＬＥＤ（有機発光ダイオード）ディスプレイユニット
、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インタ
ーネットブラウザ、および／または任意のワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬ
ＡＮ）モジュールもしくはＵＷＢ（超広帯域）モジュールなどの他の構成要素を含むハー
ドウェアおよび／またはソフトウェアで実施されるモジュールと連携して使用され得る。
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